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『
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
投
稿
規
程

法
学
研
究
編
集
委
員
会

一
　
投
稿
資
格
　
　
原
則
と
し
て
本
塾
大
学
院
法
学
研
究
科
の
修
士
課
程

以
上
の
在
学
生
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
お
よ
び
後
期
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
者
と
す
る
。 

研
究
生
は
、
法
学
修
士
号
を
持
つ
者
に
限
る
。

二
　
著
作
権
　
　
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
法
学
研
究
編
集
委
員

会
に
帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
著
作
者
は
当
該
論
文
を
自
由
に
利
用
（
転

載
・
複
製
・
翻
訳
・
翻
案
等
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
に
あ
た
っ
て

は
書
面
に
て
事
前
に
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
に
連
絡
す
る
こ
と
。

三
　
原
稿
内
容
　
　
法
律
学
、
政
治
学
、
社
会
学
に
関
す
る
学
術
論
文
。

な
お
、
投
稿
論
文
は
単
独
執
筆
の
も
の
に
限
る
。

四
　
原
稿
分
量

①�

　
原
則
と
し
て
注
釈
を
含
め
総
字
数
を
四
万
字
程
度
と
す
る
。

②‌�

　
A​

4
用
紙
に
一
行
四
〇
字
の
一
頁
三
〇
行
と
す
る
（
注
を
含
め
る
）。

図
お
よ
び
表
は
、
一
点
あ
た
り
一
〇
行
分
（
四
〇
〇
字
相
当
）
に
換
算

す
る
。

③‌�

　
投
稿
者
は
自
ら
の
原
稿
を
検
証
し
、
原
稿
提
出
時
に
総
行
数
・
総
字

数
を
申
告
す
る
。

五
　
応
募
・
論
文
提
出
・
刊
行
期
日
　
　（
具
体
的
期
日
は
各
号
の
募
集

要
項
に
お
い
て
指
示
す
る
）

　
応
募
期
日
　
　
　
　
　
提
出
期
日
　
　
　
　
　
刊
行
期
日

一
月
第
二
金
曜
日
頃
　
三
月
第
一
金
曜
日
頃
　
六
月
頃

六
　
提
出
方
法

①�

　
応
募
　
次
の
書
類
を
付
し
て
、
封
筒
に
入
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学

研
究
会
（
編
集
室
）（
後
記
八
）
へ
郵
送
す
る
こ
と
。

　
・
応
募
用
紙
（
所
定
用
紙
）

　
・
指
導
教
員
の
応
募
推
薦
状
（
所
定
用
紙
）

　
・
論
文
標
題
（
後
記
一
〇
　
執
筆
要
領
を
参
照
）

　
・
論
文
要
旨
（
一
〇
〇
〇
字
程
度
）（
別
紙
添
付
）

②
　
論
文
提
出

　
本
論
文
二
部
（
散
逸
し
な
い
よ
う
に
綴
じ
る
こ
と
）
と
論
文
フ
ァ
イ
ル

を
保
存
し
た
電
子
記
憶
媒
体
に
次
の
書
類
を
付
し
て
、
封
筒
に
入
れ
、 

慶

應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
（
編
集
室
）（
後
記
八
）
宛
に
郵
送
す
る
こ
と
。

提
出
期
日
必
着
。
な
お
、
提
出
論
文
お
よ
び
電
子
記
憶
媒
体
は
返
却
し
な

い
。

　
・
提
出
用
紙
（
所
定
用
紙
）

　
・
指
導
教
員
の
提
出
推
薦
状
（
所
定
用
紙
）

　
・
論
文
標
題
（
後
記
一
〇
　
執
筆
要
領
を
参
照
）

　
・
論
文
細
目
次
（
全
て
の
見
出
し
を
載
記
）

　
・
論
文
要
旨
（
二
〇
〇
〇
字
程
度
）（
別
紙
添
付
）
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七
　
注
意
事
項

①‌�
　
論
文
提
出
前
に
必
ず
指
導
教
授
の
校
閲
を
受
け
、
所
定
の
推
薦
状
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
。

②‌�

　
提
出
論
文
は
、
本
塾
大
学
院
在
籍
者
お
よ
び
修
了
者
と
し
て
相
応
し

い
内
容
と
水
準
を
持
つ
こ
と
。
な
お
、
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
既
に
投
稿
な
い
し
掲
載
予
定
の
も
の
で
な
い
こ
と
。

③
　
執
筆
要
領
を
遵
守
す
る
こ
と
。

八
　
論
文
提
出
場
所

　
　
〒
一
〇
八
─
八
三
四
五
　
東
京
都
港
区
三
田
二
─
一
五
─
四
五

　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
（
編
集
室
）

九
　
問
い
合
わ
せ
先

　
問
い
合
わ
せ
は
電
子
メ
ー
ル
で
次
の
ア
ド
レ
ス
宛
に
行
う
こ
と
。

　hoken@
law

.keio.ac.jp

一
〇
　
執
筆
要
領

Ⅰ　

原
稿
に
つ
い
て

　
・‌�

表
記
が
論
文
の
中
で
不
統
一
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を

払
う
こ
と
。

　
・‌�

誤
字
脱
字
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

　
・‌�

日
本
語
と
し
て
正
確
な
表
現
で
あ
る
か
ま
た
は
適
切
な
表
現
で
あ
る

か
を
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。

Ⅱ　

原
稿
の
体
裁
に
つ
い
て

①
　
標
題

　
・‌�

標
題
、
氏
名
お
よ
び
在
籍
大
学
院
名
、
課
程
、
学
年
を
書
く
こ
と
。

②
　
目
次

　
・‌�

用
紙
を
改
め
、
章
・
節
相
当
の
見
出
し
（
下
記
③
参
照
）
の
み
で
作

成
す
る
。

③
　
本
文

　
・‌�

用
紙
を
改
め
て
書
き
出
す
こ
と
。

　
・‌�

見
出
し
に
は
、
第
、
章
、
節
等
の
文
字
を
使
用
せ
ず
、
見
出
し
番
号

は
以
下
に
統
一
す
る
。

　
　
　
章
　
一
、
二
、
三
　
…
…

　
　
　
節
　（
一
）、（
二
）、（
三
）　
…
…

　
　
　
項
　

1
、
2
、
3
　
…
…

　
　
　
目
　（

1
）、（
2
）、（
3
）　
…
…

　
・‌�

見
出
し
番
号
と
見
出
し
文
字
と
の
間
は
一
字
あ
け
て
、
点
は
付
け
な

い
。
本
文
に
お
け
る
章
、
節
相
当
の
見
出
し
の
前
後
は
一
行
あ
け
る
。

　
・‌�

引
用
文
は
、
引
用
文
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
鉤
括
弧
で
く

く
る
。
長
文
の
引
用
の
場
合
は
、
独
立
し
た
段
落
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
そ
の
際
に
は
、
本
文
よ
り
も
一
字
下
げ
て
書
く
（
括
弧
は

不
要
）。

　
・‌�

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
」
を
使
用
す
る

こ
と
。

　
・‌�

和
文
は
等
幅
フ
ォ
ン
ト
の
全
角
、
欧
文
は
等
幅
フ
ォ
ン
ト
の
半
角
を

用
い
る
こ
と
。
サ
イ
ズ
は
一
一
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。

④
　
注

　
・‌�

注
は
文
末
注
と
し
、
本
文
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
る
。
番
号
は
全
体
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を
通
し
番
号
と
す
る
。
注
の
フ
ォ
ン
ト
も
本
文
と
同
じ
も
の
を
用
い
、

サ
イ
ズ
は
一
一
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。

　
・‌�
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
注
機
能
を
使
用
し
な
い
場
合
、
注
番
号
の
体
裁

は
（
1
）
と
す
る
。

⑤
　
図
表

　
・‌�

図
お
よ
び
表
の
原
稿
は
、
本
文
原
稿
と
は
別
に
し
、
組
み
込
み
箇
所

を
本
文
原
稿
中
の
希
望
箇
所
上
部
に
「
表
1
入
る
」
と
い
う
形
で
指

示
す
る
（
た
だ
し
、
組
み
上
が
り
の
体
裁
上
、
必
ず
し
も
指
示
通
り

に
い
か
な
い
場
合
が
あ
る
）。

　
・‌�

図
お
よ
び
表
は
、
一
点
ご
と
に
一
枚
に
書
く
こ
と
。

　
・‌�

見
出
し
は
、
表
1
、
図
1
と
い
う
形
に
統
一
す
る
。

⑥
　
そ
の
他

　
・‌�

原
稿
は
必
ず
ホ
ッ
チ
キ
ス
等
で
綴
じ
る
こ
と
（
ダ
ブ
ル
・
ク
リ
ッ
プ

等
不
可
）。

　
・‌�

本
文
お
よ
び
注
原
稿
全
体
を
通
し
て
、
通
し
番
号
（
頁
数
）
を
付
す
。

　
・‌�

図
お
よ
び
表
の
原
稿
は
別
に
綴
じ
、
本
文
お
よ
び
注
原
稿
か
ら
の
通

し
番
号
を
付
す
。

Ⅲ　

提
出
形
式
に
つ
い
て

　
・‌�

原
稿
は
、
以
下
の
形
式
に
の
っ
と
っ
て
作
成
し
、
提
出
す
る
こ
と
。

　
①
　
活
字
原
稿
を
提
出
す
る
。

　
②
　
電
子
記
憶
媒
体
を
提
出
す
る
。

　
③‌�

　
本
誌
の
使
用
言
語
は
日
本
語
で
あ
る
。
ま
た
本
誌
は
原
則
と
し
て

す
べ
て
掲
載
時
に
は
縦
組
み
で
あ
る
。

　
④‌�

　
論
文
は
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
作
成
し
、
打
ち
出
し
た
原
稿
を

提
出
す
る
。
提
出
は
縦
組
み
で
も
横
組
み
で
も
よ
い
が
、
年
号
、
日

付
、
数
字
等
の
数
詞
表
記
は
あ
ら
か
じ
め
縦
組
み
を
前
提
と
し
て
執

筆
す
る
こ
と
。

169-172_投稿規程_大学院論文集59号.indd   171 2019/06/14   20:34


